
35

編集後記

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　35  矢作北学区まちものがたり 発行　2017年１月

矢作北小学校の
児童に聞きました

日比野李音さん
（平成28年度3年生）

夏目遥丘くん
（平成28年度5年生）

未来に飛躍する「長瀬の里」

　30年たっても交通事故や犯罪がない、み
んなが楽しく暮らせる町にしたいと思います。
病院やスーパー、町のみんながふれあう公民
館がたくさんできてほしいと思います。
　それと矢作北学区みんなが力を合わ
せられるよう、いろいろなイベントを
作ってほしいと思います。わたしが
お母さんになっても、子どもがこ
の学校に通えるようにと思い
ます。あと、「おはようご
ざいます。ごめんなさ
い。ありがとうございま
す。」というあいさつが
自然に出てくる町にな
るといいと思います。

　ぼくが考える30年後の矢作北学区
の夢は三つあります。一つ目は、笑
顔にあふれ元気にあいさつができる学
区になってほしいです。元気なあいさ
つは、自分も周りの人も気持ちよく一
日を過ごすことができるからです。
　二つ目は、かんきょうにもやさしい水
素自動車や電気自動車が今よりも多く
走っているといいです。地球温暖化の
原因となっている排気ガスを少しでもへ
らしておいしい空気をすいたいです。
　三つ目は、自分のことだけでなく周
りの人の気持ちも考えられる思いやり
のある人がたくさんいて、毎日楽しく
すごせるようにすることです。

川口天寧さん
（平成28年度4年生）

小林美結さん
（平成28年度6年生）

　30年後は今と同じままがいいです。
理由は、田んぼや神社などの自然が
多いからです。そして、平和だからで
す。
　矢作北学区にはとてもやさしい人が
いっぱいいます。米作りを教えてくだ
さる方、毎日あいさつをしてくださ
る方などがいて、とても明るく豊
かな学区だと思います。しかし、
そんなやさしい人がいなくなる
と、豊かな学区でなくなっ
てしまいます。だから30
年後は、自分たちが今
のままの豊かな矢作
北学区を作っていき
たいです。

　30年後は、わたしの子どもも矢作北
小学校に通っていて、道路は車道と歩
道がきちんとわかれていて、交通事故
がおきないようになっていると思います。
今より木や花もたくさん植えられ、ゴミ
も落ちていない、きれいな町になってい
ることでしょう。
　少子化が今いじょうに進まないよ
うに、お母さんが子どもを育てや
すいよう地いきのみんなできょう
力したいです。わたしはじょさ
んしになって、そのお手伝い
をしたいです。赤ちゃんが
たくさん生まれる世の中に
なっているとうれしいです。

30
年
後
の
矢
作
北
学
区
は
ど
ん
な
ま
ち
？

〔参考資料〕　長瀬今昔/舳越町誌/東大友町40年
のあゆみ/矢作町誌（大正版）/矢作町誌/新編岡
崎市史 矢作資料編

〔表紙写真〕　学区民でにぎわう長瀬遊歩道カーニバルと、三千人が参加した2015年（平成27）の学区防災訓練

〔作成委員会〕　伊奈賢司/松井新次/池本典雄/永田辰明/
大場健二/鳥羽茂光/岡田順治

　わたくしたちの学区は、学区行事に大勢の住民の皆さんがご参加いただいていることからも
わかるように、人と人の結びつきが強く、地域を愛する人が多い学区です。
　市制100年のこの機会に、こうして学区の皆さんとともに掘り起こした郷土の宝物を、これ
からも大切に受け継いでいきたいと思います。
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歴
史
あ
る
「
長
瀬
樂
人
会
」
や
小
学
校
の
雅
楽
部
が
あ
る

私
た
ち
の
学
区
は
、
岡
崎
で
も
っ
と
も
雅
楽
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

雅
楽
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
と
と
も
に
、
各
町
の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

矢
作
北
学
区
の

雅
楽
と
祭
り

　
舳
越
町
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞

こ
え
る

り
ゅ
う龍 

て
き笛 

、し
ょ
う笙 

、ひ
ち篳 

り
き篥…

。
思
わ
ず
足
が
止
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
長
瀬
樂
人
会
の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
練
習
し
て
い
る
音

で
す
。

　
長
瀬
樂
人
会
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永
年
間
（
１
８
４

８
〜
１
８
５
４
）
に
舳
越
村
の
願
照
寺
第
17
世
結
城
専
修
住

職
が
、
名
古
屋
か
ら
楽
士
を
招
い
て
村
内
の
檀
家
有
志
に
雅

楽
を
習
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来

１
５
０
年
以
上
に
わ

た
り
子
や
孫
、
友
人
、

さ
ら
に
そ
の
子
孫
へ

と
伝
承
さ
れ
、
今
な

お
「
雅
楽
の
ま
ち
」

と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
矢
作
北

小
学
校
雅
楽
部
の
発

足
当
初
か
ら
指
導
を

手
伝
い
、
近
年
は
雅

楽
部
卒
業
生
が
樂
人

会
会
員
と
と
も
に
演

奏
す
る
機
会
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
長
瀬
樂
人
会
の
培
っ
て
き
た
伝
統
を
子
ど
も

た
ち
に
も
受
け
継
い
で
も
ら
お
う
と
１
９
８
９

年
（
平
成
１
）
に
雅
楽
部
が
発
足
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。
樂
人
会
の
指
導
の
も
と
歴
代
部

員
た
ち
は
熱
心
に
練
習
し
、
学
校
だ
け
で
な
く

地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
を
披
露
し
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
岡
崎
市
教
育
文
化
賞

を
は
じ
め
、
受
賞
実
績
も
豊
富
で
す
。

　
長
瀬
地
区
の
中
心
的
神
社
で
あ

る
長
瀬
八
幡
宮
で
は
、
神
様
に
奉

献
す
る

へ
い幣 

は
く帛 

を
「

か
ら唐 

び
つ櫃

」
に
入
れ

て
運
ぶ
厳
か
な
行
列
が
あ
り
、
格

式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
唐

櫃
は
２
人
の
神
職
に
担
が
れ
、

「
ぼ
う棒

 

び
き引

 

」
の
先
導
で
行
列
を
従
え

て
境
内
に
入
り
、
神
事
に
臨
み
ま

す
。
例
大
祭
で
は
子
ど
も
み
こ
し

も
練
り
歩
き
ま
す
。

皆さんの町のイベント
にもお邪魔しますので
声を掛けくださいね！

懐かしの「パッカーン」おじさんも来るよ！

長
瀬
樂
人
会

が
く　
に
ん　
か
い

舳
越
町

長
瀬
八
幡
宮
の
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
10
月
第
3
日
曜
〉

森
越
町

大
友
天
神
社
の
例
大
祭

〈
毎
年
10
月
18
日
〉

西
大
友
町

ふ
る
さ
と
盆
踊
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
8
月
の
お
盆
〉

東
大
友
町

毘
沙
門
さ
ん
の
お
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
7
月
10
日
〉

橋
目
本
町

雅
楽
部

矢
作
北
小
学
校

　
古
く
か
ら
雅
楽
演
奏
に
よ
る
巫
女
の
舞
が
奉

納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）

に
拝
殿
が
再
建
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

他
町
の
方
に
支
援
を
お
願
い
し
て
い
た
横

笛
の
演
奏
を
氏
子
た
ち
で
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
18
年
頃
か
ら
は
子
ど
も

会
が
演
奏
を
担
当
し
て
い
ま
す
。近
年
は
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
の
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
練
習

の
成
果
も
上
々
で
祭
礼
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

熊
野
神
社

祭
礼
の
巫
女
の
舞

中
園
町

中園町在住、この道30数年の
大ベテラン。香ばしい「ポン菓子」を
祭礼会場で作って提供しています。

私
た
ち
棒
引
が
先
導
し
ま
す

学区のビッグイベント！
長瀬遊歩道カーニバル 〈

式
典
は
10
月
4
日
、祭
礼
は
そ
れ
に
近
い
土・日
曜
〉

　
学
区
に
誕
生
し
た
遊

歩
道
を
活
用
し
よ
う
と
、

管
理
す
る
学
区
各
町

で「
長
瀬
遊
歩
道
の
会
」

が
設
立
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、２
０
１
１
年（
平

成
23
）か
ら
一
年
お
き

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
路
で
の
魚
と
り
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
行
い
、毎
回
多
く
の

学
区
民
が
参
加
し
て
地

域
に
一
体
感
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
チ
ー
ム
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
も
あ
し
ら
わ
れ
る
ほ
ど
町
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
毘
沙
門
さ
ん
。
お
祭
り
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
お
り
、
当
日
は
公
民

館
で
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
夏
の
楽
し

み
と
し
て
昭
和
25
年

頃
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
20
年
ほ
ど
中
断

し
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
１
９
８
６

年
（
昭
和
61
）
の
復

活
後
は
毎
年
数
百
人

が
参
加
し
て
大
盛
況

で
す
。
景
品
の
抽
選

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
祭
神
の
大
友
皇
子

（
弘
文
天
皇
）
は
、
壬

申
の
乱
（
６
７
２
年
）

に
敗
れ
て
自
害
し
た

と
見
せ
か
け
て
こ
の

地
に
逃
れ
、
最
後
は

小
針
に
葬
ら
れ
た
と
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
例
大
祭
で
は
式
典

前
に
宮
司
ら
が
小
針
古
墳
に
参

拝
す
る
こ
と
が
慣
例
で
、
拝
殿

で
は
巫
女
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

みんなで
ワッショイ！

大会前はみんなで
必勝祈願
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稚児行列を先導する長瀬樂人会。大正
時代の撮影か

着物姿で先生の訓示を聞く大正時代
の小学生

今はなき長瀬八幡宮の二之鳥居。
鳥居の左は越野神社

木製時代の旧日名橋

1972年（昭和47）の学区全景。まだ水田が多かった

江戸時代から続く長瀬樂人会戦前の矢作北小学校。右に伸びる道は
岡崎街道

矢
作
北
学
区
の
あ
ゆ
み

一
八
四
八
〜

一
八
五
四
年
▪
嘉
永
年
間

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

矢
作
北
中
学
校
が
開
校

 

中
園
町
の
熊
野
神
社
が
火
災
で
焼
失（
1
9
8
3
年
再
建
）

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

矢
作
北
小
学
校
よ
り
分
離
独
立
し
て
北
野
小
学
校
が
開
校

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

矢
作
北
小
学
校
に
雅
楽
部
が
発
足

二
〇
〇
一
年
▪
平
成
13 

矢
作
北
小
学
校
雅
楽
部
が
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

二
〇
一
一
年
▪
平
成
23 

第
一
回
長
瀬
遊
歩
道
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

矢
作
北
学
区
が
内
閣
府
よ
り
防
災
計
画
モ
デ
ル
地
区
に
認
定 

d ata

学区の大工場のひとつ、ポンプ製造大手の川本製作所

   

学
区
の
古
代
か
ら
近
世
ま
で

　
矢
作
川
中
流
域
の
沖
積
地
に
あ
る
矢
作

北
学
区
一
帯
は
、
歴
史
の
話
題
に
富
ん
だ

里
で
す
。
こ
の
学
区
に
ま
つ
わ
る
歴
史
上

の
重
大
事
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
古
代
に
は
、
東
征
に
向
か
う
日
本
武
尊

が
矢
作
川
で
矢
を
作
っ
た
故
事
、
壬
申
の

乱
で
敗
れ
た
大
友
皇
子
が
今
の
大
友
に
逃

れ
来
た
伝
説
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
碧
海
荘
に
属
し
て
い
た
平
安
時
代
の

１
０
６
３
年（
康
平
６
）に
は
、
源
頼
義
が

長
瀬
八
幡
宮
を
創
建
し
て
い
ま
す
。
１
１

８
１
年（
養
和
１
）に
源
行
家
と
平
重
衡
が

矢
作
川
を
挟
ん
で
衝
突
し
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
に
な
っ
て
足
利
義
氏
が
地
頭
と
し
て

三
河
各
地
を
支
配
し
た
と
き
、
碧
海
荘
は

そ
の
四
男・義
継
が
領
主
と
な
り
、
森
越

に
館
を
構
え
た
こ
と
か
ら
「
長
瀬
太
郎
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。１
３
３
５
年（
建
武
２
）

の
矢
作
川
の
戦
い
で
は
、
新
田
義
貞
と
足

利
尊
氏
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
な
る
と
松
平
氏
が
領
主
と

な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
発
祥
で
阿
部
氏
の

祖
、
阿
部
忠
正
が
松
平
氏
を
補
佐
し
長
瀬

を
治
め
ま
し
た
。
ま
た
阿
部
氏
五
代
正
勝

は
古
く
か
ら
の
家
康
の
家
臣
と
し
て
苦
楽

を
共
に
し
ま
し
た
。
岡
崎
市
と
広
島
県
福

山
市
は
親
善
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
の
阿
部
氏
の
子
孫
が
江
戸
中
期
か

ら
幕
末
ま
で
備
後
福
山
藩
十
万
石
の
藩
主

を
務
め
た
と
い
う
縁
も
あ
り
ま
す
。

  

工
業
化
と
学
区
の
発
展

　
戦
時
中
、現
在
の
北
野
学
区
に
岡
崎
海

軍
航
空
隊
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
跡
地
は
１
９
６
２
年（
昭
和
３７
）に
三

菱
自
動
車
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
と
な
り
、こ

れ
を
機
に
多
く
の
工
場
が
学
区
内
に
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
工
業
化
の
進
展
と
と

も
に
、学
区
内
に
広
が
っ
て
い
た
農
地
は

１
９
７
３
年（
昭
和
48
）頃
か
ら
急
速
に
宅

地
化
さ
れ
、農
村
か
ら
住
宅
地
へ
と
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。人
口
の
増
加
に

伴
い
１
９
８
５
年（
昭
和
60
）に
は
北
野
小

学
校
が
分
離
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
学
区
は
、市
内
有
数
の
人
口
増

加
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

じ
ん
し
ん

み
な
も
と
の
よ
り
よ
し

あ
お
み
の
し
ょ
う

よ
し
つ
ぐ

に
っ
た  

よ
し
さ
だ

た
か
う
じ

た
だ
ま
さ

ま
さ
か
つ

ゆ
き
い
え

あ
し
か
が
よ
し
う
じ

た
い
ら
の
し
げ
ひ
ら

 

願
照
寺
17
代
専
修
が
楽
士
を
招
き
檀
家
有
志
に
雅
楽
を
演
奏
さ
せ
る

一
八
七
三
年
▪
明
治
6 

森
越
村
の
長
寿
寺
に
森
越
義
校
が
で
き
る

 

舳
越
村
郷
蔵
に
舳
越
義
校
が
で
き
る

一
八
八
〇
年
▪
明
治
13 

森
越
、
舳
越
両
校
が
合
併
し
て
長
瀬
学
校
と
な
る

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

橋
目
村
（
森
越
・
橋
目
・
舳
越
・
中
園
）、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

大
友
村
（
東
大
友
・
西
大
友
）、
北
野
村
が
合
併
し　
　
　
　
　
　
　

 
 

碧
海
郡
長
瀬
村
に
な
る

一
九
〇
二
年
▪
明
治
35 

長
瀬
尋
常
小
学
校
が
現
在
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

矢
作
北
小
学
校
の
地
に
新
築
移
転

一
九
〇
七
年
▪
明
治
40 

矢
作
第
二
尋
常
小
学
校
に
改
称
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

学
区
は
8
大
字
に
な
る

一
九
一
一
年
▪
明
治
44 

長
瀬
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
が
設
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

（
J
A
あ
い
ち
三
河
長
瀬
支
店
の
ル
ー
ツ
）

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

長
瀬
樂
人
会
が
旧
尾
張
藩
楽
士
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

雅
楽
の
指
導
を
受
け
る

一
九
一
七
年
▪
大
正
6 

暮
戸
〜
北
野
間
の
道
路
が
開
通

一
九
二
〇
年
▪
大
正
9 

舳
越
、
中
園
、
森
越
な
ど
に
電
灯
が
つ
く

一
九
三
六
年
▪
昭
和
11 

矢
作
第
二
尋
常
小
学
校
に
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
が
建
立　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

（
1
9
4
2
年
金
属
類
回
収
令
に
よ
り
撤
去
）

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

国
民
学
校
令
の
公
布
に
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

矢
作
北
国
民
学
校
と
改
称

 

日
名
橋
が
竣
工

一
九
四
八
年
▪
昭
和
23 

矢
作
北
小
学
校
に
二
宮
金
次
郎
の
石
像
を
建
立

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

碧
海
郡
矢
作
町
が
岡
崎
市
に
合
併

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

長
瀬
有
線
放
送
（
N
S
B
）
が
始
ま
る

一
九
五
九
年
▪
昭
和
34 

伊
勢
湾
台
風
で
日
名
橋
が
流
失

一
九
六
三
年
▪
昭
和
38 

流
失
し
た
日
名
橋
が
再
架
橋
さ
れ
る

一
九
六
四
年
▪
昭
和
39 

岡
崎
城
西
高
等
学
校
が
開
校

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

安
城
学
園
女
子
短
期
大
学
が
開
校
（
現
在
の
愛
知
学
泉
大
学
）

な
か
ぞ
の

き
た  

の

お
お
と
も

は
し  

め

も
り
こ
し

へ  

ご
し

□人　口 13,155人
 男性 6,806人
 女性 6,349人
□世帯数 5,291世帯
□面　積 2.58㎢
[2016年7月1日現在]

2015年（平成27）の学区防災訓練

35
　
矢
作
北
　
　
年
表

35
　
矢
作
北
　
　
年
表

23



歴
史
あ
る
「
長
瀬
樂
人
会
」
や
小
学
校
の
雅
楽
部
が
あ
る

私
た
ち
の
学
区
は
、
岡
崎
で
も
っ
と
も
雅
楽
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

雅
楽
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
と
と
も
に
、
各
町
の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

矢
作
北
学
区
の

雅
楽
と
祭
り

　
舳
越
町
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞

こ
え
る

り
ゅ
う龍 

て
き笛 

、し
ょ
う笙 

、ひ
ち篳 

り
き篥…

。
思
わ
ず
足
が
止
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
長
瀬
樂
人
会
の
皆
さ
ん
が
演
奏
を
練
習
し
て
い
る
音

で
す
。

　
長
瀬
樂
人
会
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
嘉
永
年
間
（
１
８
４

８
〜
１
８
５
４
）
に
舳
越
村
の
願
照
寺
第
17
世
結
城
専
修
住

職
が
、
名
古
屋
か
ら
楽
士
を
招
い
て
村
内
の
檀
家
有
志
に
雅

楽
を
習
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来

１
５
０
年
以
上
に
わ

た
り
子
や
孫
、
友
人
、

さ
ら
に
そ
の
子
孫
へ

と
伝
承
さ
れ
、
今
な

お
「
雅
楽
の
ま
ち
」

と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
矢
作
北

小
学
校
雅
楽
部
の
発

足
当
初
か
ら
指
導
を

手
伝
い
、
近
年
は
雅

楽
部
卒
業
生
が
樂
人

会
会
員
と
と
も
に
演

奏
す
る
機
会
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
長
瀬
樂
人
会
の
培
っ
て
き
た
伝
統
を
子
ど
も

た
ち
に
も
受
け
継
い
で
も
ら
お
う
と
１
９
８
９

年
（
平
成
１
）
に
雅
楽
部
が
発
足
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。
樂
人
会
の
指
導
の
も
と
歴
代
部

員
た
ち
は
熱
心
に
練
習
し
、
学
校
だ
け
で
な
く

地
域
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
を
披
露
し
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
岡
崎
市
教
育
文
化
賞

を
は
じ
め
、
受
賞
実
績
も
豊
富
で
す
。

　
長
瀬
地
区
の
中
心
的
神
社
で
あ

る
長
瀬
八
幡
宮
で
は
、
神
様
に
奉

献
す
る

へ
い幣 

は
く帛 

を
「

か
ら唐 

び
つ櫃

」
に
入
れ

て
運
ぶ
厳
か
な
行
列
が
あ
り
、
格

式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
唐

櫃
は
２
人
の
神
職
に
担
が
れ
、

「
ぼ
う棒

 

び
き引

 

」
の
先
導
で
行
列
を
従
え

て
境
内
に
入
り
、
神
事
に
臨
み
ま

す
。
例
大
祭
で
は
子
ど
も
み
こ
し

も
練
り
歩
き
ま
す
。

皆さんの町のイベント
にもお邪魔しますので
声を掛けくださいね！

懐かしの「パッカーン」おじさんも来るよ！

長
瀬
樂
人
会

が
く　
に
ん　
か
い

舳
越
町

長
瀬
八
幡
宮
の
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
10
月
第
3
日
曜
〉

森
越
町

大
友
天
神
社
の
例
大
祭

〈
毎
年
10
月
18
日
〉

西
大
友
町

ふ
る
さ
と
盆
踊
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
8
月
の
お
盆
〉

東
大
友
町

毘
沙
門
さ
ん
の
お
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
毎
年
7
月
10
日
〉

橋
目
本
町

雅
楽
部

矢
作
北
小
学
校

　
古
く
か
ら
雅
楽
演
奏
に
よ
る
巫
女
の
舞
が
奉

納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）

に
拝
殿
が
再
建
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

他
町
の
方
に
支
援
を
お
願
い
し
て
い
た
横

笛
の
演
奏
を
氏
子
た
ち
で
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
18
年
頃
か
ら
は
子
ど
も

会
が
演
奏
を
担
当
し
て
い
ま
す
。近
年
は
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
の
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
練
習

の
成
果
も
上
々
で
祭
礼
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

熊
野
神
社

祭
礼
の
巫
女
の
舞

中
園
町

中園町在住、この道30数年の
大ベテラン。香ばしい「ポン菓子」を
祭礼会場で作って提供しています。

私
た
ち
棒
引
が
先
導
し
ま
す

学区のビッグイベント！
長瀬遊歩道カーニバル 〈

式
典
は
10
月
4
日
、祭
礼
は
そ
れ
に
近
い
土・日
曜
〉

　
学
区
に
誕
生
し
た
遊

歩
道
を
活
用
し
よ
う
と
、

管
理
す
る
学
区
各
町

で「
長
瀬
遊
歩
道
の
会
」

が
設
立
さ
れ
た
の
を
記

念
し
、２
０
１
１
年（
平

成
23
）か
ら
一
年
お
き

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
路
で
の
魚
と
り
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
行
い
、毎
回
多
く
の

学
区
民
が
参
加
し
て
地

域
に
一
体
感
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
チ
ー
ム
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
も
あ
し
ら
わ
れ
る
ほ
ど
町
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
毘
沙
門
さ
ん
。
お
祭
り
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
お
り
、
当
日
は
公
民

館
で
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
夏
の
楽
し

み
と
し
て
昭
和
25
年

頃
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
20
年
ほ
ど
中
断

し
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
１
９
８
６

年
（
昭
和
61
）
の
復

活
後
は
毎
年
数
百
人

が
参
加
し
て
大
盛
況

で
す
。
景
品
の
抽
選

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
祭
神
の
大
友
皇
子

（
弘
文
天
皇
）
は
、
壬

申
の
乱
（
６
７
２
年
）

に
敗
れ
て
自
害
し
た

と
見
せ
か
け
て
こ
の

地
に
逃
れ
、
最
後
は

小
針
に
葬
ら
れ
た
と
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
例
大
祭
で
は
式
典

前
に
宮
司
ら
が
小
針
古
墳
に
参

拝
す
る
こ
と
が
慣
例
で
、
拝
殿

で
は
巫
女
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

みんなで
ワッショイ！

大会前はみんなで
必勝祈願

67

35
　
矢
作
北
　
　
特
集

35
　
矢
作
北
　
　
特
集

稚児行列を先導する長瀬樂人会。大正
時代の撮影か

着物姿で先生の訓示を聞く大正時代
の小学生

今はなき長瀬八幡宮の二之鳥居。
鳥居の左は越野神社

木製時代の旧日名橋

1972年（昭和47）の学区全景。まだ水田が多かった

江戸時代から続く長瀬樂人会戦前の矢作北小学校。右に伸びる道は
岡崎街道

矢
作
北
学
区
の
あ
ゆ
み

一
八
四
八
〜

一
八
五
四
年
▪
嘉
永
年
間

一
九
八
一
年
▪
昭
和
56 

矢
作
北
中
学
校
が
開
校

 

中
園
町
の
熊
野
神
社
が
火
災
で
焼
失（
1
9
8
3
年
再
建
）

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

矢
作
北
小
学
校
よ
り
分
離
独
立
し
て
北
野
小
学
校
が
開
校

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

矢
作
北
小
学
校
に
雅
楽
部
が
発
足

二
〇
〇
一
年
▪
平
成
13 

矢
作
北
小
学
校
雅
楽
部
が
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

二
〇
一
一
年
▪
平
成
23 

第
一
回
長
瀬
遊
歩
道
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

矢
作
北
学
区
が
内
閣
府
よ
り
防
災
計
画
モ
デ
ル
地
区
に
認
定 

d ata

学区の大工場のひとつ、ポンプ製造大手の川本製作所

   

学
区
の
古
代
か
ら
近
世
ま
で

　
矢
作
川
中
流
域
の
沖
積
地
に
あ
る
矢
作

北
学
区
一
帯
は
、
歴
史
の
話
題
に
富
ん
だ

里
で
す
。
こ
の
学
区
に
ま
つ
わ
る
歴
史
上

の
重
大
事
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
古
代
に
は
、
東
征
に
向
か
う
日
本
武
尊

が
矢
作
川
で
矢
を
作
っ
た
故
事
、
壬
申
の

乱
で
敗
れ
た
大
友
皇
子
が
今
の
大
友
に
逃

れ
来
た
伝
説
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
碧
海
荘
に
属
し
て
い
た
平
安
時
代
の

１
０
６
３
年（
康
平
６
）に
は
、
源
頼
義
が

長
瀬
八
幡
宮
を
創
建
し
て
い
ま
す
。
１
１

８
１
年（
養
和
１
）に
源
行
家
と
平
重
衡
が

矢
作
川
を
挟
ん
で
衝
突
し
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
に
な
っ
て
足
利
義
氏
が
地
頭
と
し
て

三
河
各
地
を
支
配
し
た
と
き
、
碧
海
荘
は

そ
の
四
男・義
継
が
領
主
と
な
り
、
森
越

に
館
を
構
え
た
こ
と
か
ら
「
長
瀬
太
郎
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。１
３
３
５
年（
建
武
２
）

の
矢
作
川
の
戦
い
で
は
、
新
田
義
貞
と
足

利
尊
氏
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
な
る
と
松
平
氏
が
領
主
と

な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
発
祥
で
阿
部
氏
の

祖
、
阿
部
忠
正
が
松
平
氏
を
補
佐
し
長
瀬

を
治
め
ま
し
た
。
ま
た
阿
部
氏
五
代
正
勝

は
古
く
か
ら
の
家
康
の
家
臣
と
し
て
苦
楽

を
共
に
し
ま
し
た
。
岡
崎
市
と
広
島
県
福

山
市
は
親
善
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
の
阿
部
氏
の
子
孫
が
江
戸
中
期
か

ら
幕
末
ま
で
備
後
福
山
藩
十
万
石
の
藩
主

を
務
め
た
と
い
う
縁
も
あ
り
ま
す
。

  

工
業
化
と
学
区
の
発
展

　
戦
時
中
、現
在
の
北
野
学
区
に
岡
崎
海

軍
航
空
隊
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
跡
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１
９
６
２
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昭
和
３７
）に
三

菱
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動
車
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ス
ト
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ー
ス
と
な
り
、こ

れ
を
機
に
多
く
の
工
場
が
学
区
内
に
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
工
業
化
の
進
展
と
と

も
に
、学
区
内
に
広
が
っ
て
い
た
農
地
は

１
９
７
３
年（
昭
和
48
）頃
か
ら
急
速
に
宅

地
化
さ
れ
、農
村
か
ら
住
宅
地
へ
と
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。人
口
の
増
加
に

伴
い
１
９
８
５
年（
昭
和
60
）に
は
北
野
小

学
校
が
分
離
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
学
区
は
、市
内
有
数
の
人
口
増

加
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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▪
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友
村
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東
大
友
・
西
大
友
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野
村
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合
併
し　
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海
郡
長
瀬
村
に
な
る
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九
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二
年
▪
明
治
35 

長
瀬
尋
常
小
学
校
が
現
在
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

矢
作
北
小
学
校
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地
に
新
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移
転
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治
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作
第
二
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小
学
校
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8
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る
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一
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▪
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支
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の
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）
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樂
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会
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雅
楽
の
指
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を
受
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る
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一
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▪
大
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の
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通
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和
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4
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和
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と
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工
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和
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作
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小
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に
二
宮
金
次
郎
の
石
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を
建
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一
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五
五
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▪
昭
和
30 

碧
海
郡
矢
作
町
が
岡
崎
市
に
合
併

一
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五
六
年
▪
昭
和
31 

長
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有
線
放
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（
N
S
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）
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ま
る
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五
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▪
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和
34 
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勢
湾
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風
で
日
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が
流
失

一
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六
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▪
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和
38 

流
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が
再
架
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れ
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一
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四
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▪
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39 

岡
崎
城
西
高
等
学
校
が
開
校

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

安
城
学
園
女
子
短
期
大
学
が
開
校
（
現
在
の
愛
知
学
泉
大
学
）

な
か
ぞ
の

き
た  

の

お
お
と
も

は
し  

め

も
り
こ
し

へ  

ご
し

□人　口 13,155人
 男性 6,806人
 女性 6,349人
□世帯数 5,291世帯
□面　積 2.58㎢
[2016年7月1日現在]

2015年（平成27）の学区防災訓練
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矢
作
川
の
ほ
と
り
に
広
が
る
私
た
ち
の
学
区
は
６
町
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。長
い
歴
史
を
誇
る
話
題
豊
富
な「
長
瀬
の
里
」

を
歩
い
て
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
家
康
が
鹿
に
助
け
ら
れ
た

礼
と
し
て
長
瀬
八
幡
宮
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
、
小
野
小

町
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。現
在
は
岡
崎
市
美
術
博

物
館
に
保
管
さ
れ
、
レ
プ
リ

カ
が
社
務
所
と
矢
作
北
小
学

校
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
瀬
の
里
マ
ッ
プ

矢
作
北
学
区

   願照寺
親鸞聖人の弟子である専信房専海法師（せ
んしんぼうせんかいほうし）の開基。かつ
て所蔵していた親鸞聖人像「安静の御影」
は国宝に指定され、現在は西本願寺に納
められている

cc

   長瀬八幡宮
1063年（康平6）創建。桶狭間の合戦で織田軍
に追われた松平元康（家康）が、八幡宮の森から
現れた鹿の導きで矢作川を渡り無事に大樹寺ま
で辿りつけたことから、徳川氏により庇護された

aa

   長瀬八幡宮二之鳥居跡
1990年（平成2）の台風で倒壊するまで、
江戸時代後期建立の大鳥居があった

BB

ii

   長瀬遊歩道
北野幹線水路のパイプライン
化によりできた空間を、住民
のワークショップから提案さ
れた意見をもとに整備し、矢
作北学区内は2009～10年に
完成。全長２ｋｍに及ぶ

ee

1889年（明治22）生まれ
1948年（昭和23）に死去

生家に建つ彰徳碑と胸像

　
鎌
倉
時
代
の

も
ん文 

じ
ょ書 

に
お
う碧 

み海

 

し
ょ
う荘

18
か

所
の
一
つ
と
し
て
「
長
瀬
郷
」
の
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、７
２
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
地
名
で
す
。

矢
作
北
学
区
と
北
野
学
区
が
そ
の
範

囲
。大
昔
は
矢
作
川
の
流
路
が
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
幾
筋
も
の
浅
瀬
が
こ
の

あ
た
り
一
帯
に
長
く
伸
び
て
い
た
こ

と
が
由
来
と
の
説
も
。
現
在
は
長
瀬

遊
歩
道
、
長
瀬
八
幡
宮
、Ｊ
Ａ
店
あ
い

ち
三
河 

長
瀬
支
店
に
そ
の
名
が
見
え

ま
す
。 矢

作
北
学
区
の
別
名

　
　
　
「
長
瀬
」
と
は
？

　
か
つ
て
三
河
に「
い
も
ち
病
」が
蔓
延

し
て
い
ま
し
た
。農
業
技
師
の
岩
槻
信

治
は
、研
究
を
重
ね
て
米
の
品
種
改
良

に
努
め
、い
も
ち
病
に
強
い
品
種
を
作

り
出
す
こ
と
に
成
功
。こ
の
地
域
の
米

づ
く
り
の
礎
を
築
い
た
こ
と
か
ら「
米

の
神
様
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。没
後
、岡

崎
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
園
町
出
身
の
偉
人

い
わ
つ
き　

 

の
ぶ
じ 

岩
槻
信
治

   町祠堂
橋目本町では、家の墓とは別に故人を「町
祠堂」に祀り、毎年２月に町民でおまいりす
る風習がある。現在は公民館内に町祠堂が
設けられている

gg

   土地改良記念碑
1942年（昭和17）に矢作北学区・北野
学区・安城市北東部にまたがる土地区画
整理事業が勤労奉仕により実施。その完
工記念碑が白山神社境内にある

FF

   大友天神社
672年の壬申の乱で自害した大友皇子が、実
は三河に逃れてきたとの伝説がある。皇子は
この地で死去し、従者の長谷部信次が慰霊
のためにこの神社を創建したとの社伝が残る

hh    大友皇子御陵碑と詩碑
1986年（昭和61）に大友皇子御陵
と伝わる塚に建てられていた「御
陵碑」を東大友神明社の南から移
設したとき、皇子の詩碑も建立した

jj

cc

aa

BB

ee

gg
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hh
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DD

   薬師寺
本堂の前に大正時代建立の立
派な常夜燈が建立されている
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長瀬八幡宮所蔵の「神代小町絵巻」

DD

column

35
　
矢
作
北
　
　
地
図

35
　
矢
作
北
　
　
地
図

45

矢作北小学校矢作北小学校

矢作北中学校矢作北中学校

中園保育園中園保育園

愛知学泉大学愛知学泉大学

岡崎城西高校岡崎城西高校

岡崎通運岡崎通運

エムシー
マニアック
エムシー
マニアック

土地改良記念碑土地改良記念碑

森
越
町
公
民
館

森
越
町
公
民
館

舳
越
町
公
民
館

舳
越
町
公
民
館

阿
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Ａ
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瀬
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支
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長瀬八幡宮
二之鳥居跡
長瀬八幡宮
二之鳥居跡

長瀬八幡宮長瀬八幡宮矢作北学区
こどもの家
矢作北学区
こどもの家
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橋目幼稚園橋目幼稚園
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道
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郵便局
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郵便局 安受寺安受寺

玉泉寺玉泉寺
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も
ち
病
に
強
い
品
種
を
作

り
出
す
こ
と
に
成
功
。こ
の
地
域
の
米

づ
く
り
の
礎
を
築
い
た
こ
と
か
ら「
米

の
神
様
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。没
後
、岡

崎
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
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   町祠堂
橋目本町では、家の墓とは別に故人を「町
祠堂」に祀り、毎年２月に町民でおまいりす
る風習がある。現在は公民館内に町祠堂が
設けられている

gg

   土地改良記念碑
1942年（昭和17）に矢作北学区・北野
学区・安城市北東部にまたがる土地区画
整理事業が勤労奉仕により実施。その完
工記念碑が白山神社境内にある

FF

   大友天神社
672年の壬申の乱で自害した大友皇子が、実
は三河に逃れてきたとの伝説がある。皇子は
この地で死去し、従者の長谷部信次が慰霊
のためにこの神社を創建したとの社伝が残る

hh    大友皇子御陵碑と詩碑
1986年（昭和61）に大友皇子御陵
と伝わる塚に建てられていた「御
陵碑」を東大友神明社の南から移
設したとき、皇子の詩碑も建立した
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DD

   薬師寺
本堂の前に大正時代建立の立
派な常夜燈が建立されている

ii

長瀬八幡宮所蔵の「神代小町絵巻」

DD
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中園保育園中園保育園

愛知学泉大学愛知学泉大学

岡崎城西高校岡崎城西高校

岡崎通運岡崎通運
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マニアック
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矢作公園矢作公園

北野小学校北野小学校

長寿寺長寿寺

願照寺願照寺

エターナルカモエターナルカモ

西大友町公民館西大友町公民館  東大友地蔵尊 東大友地蔵尊

越野神社越野神社

長瀬八幡宮
二之鳥居跡
長瀬八幡宮
二之鳥居跡

長瀬八幡宮長瀬八幡宮矢作北学区
こどもの家
矢作北学区
こどもの家

時麺時麺やはぎ苑やはぎ苑

橋目本町公民館・町祠堂橋目本町公民館・町祠堂

橋目幼稚園橋目幼稚園

スーパーやまのぶスーパーやまのぶ
大洋荷役大洋荷役

川本製作所
岡崎工場
川本製作所
岡崎工場

橋目本町地蔵堂・観音堂橋目本町地蔵堂・観音堂

矢作北学区
市民ホーム
矢作北学区
市民ホーム

橋目本町毘沙門天橋目本町毘沙門天

岡崎大橋岡崎大橋

日名橋日名橋

長瀬八幡宮
三之鳥居
長瀬八幡宮
三之鳥居

ピアゴ矢作店ピアゴ矢作店

白山神社白山神社

大友天神社大友天神社

長
瀬
遊
歩
道
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彰徳碑
岩槻信治
彰徳碑
中園町公民館中園町公民館

熊野神社熊野神社

神明社神明社

東大友町公民館東大友町公民館
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大友皇子
御陵碑と詩碑
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